
史跡 御所野遺跡 

岩手県北部にある御所野遺跡は、紀元前 2500 年頃から大規模な集落があった場所です。考古学者たち

は、 遺跡の髄所から、800 を超える竪穴建物跡を発掘してきました。遺跡には、遊歩道と博物館が整えられ

ています。 

 

大規模な集落 

御所野遺跡は、大規模な縄文集落の構成を理解するうえで重要です。この種の集落は、紀元前 3000 年

から 2000 年にかけて一般的なものでした。集落の中心には埋葬を行う空間があり、その周りにそれぞれの機

能を持つ区域が配置されていました。御所野遺跡の考古学的調査により、竪穴建物跡は集落の東部、中

部、と西部に集中していることが明らかになりました。中央部には、いくつかの配石によって場所が示されている

共同墓地がありました。共同墓地のそばには盛土があり、大量の装飾土器や石器が出土しています。出土品

の装飾的な性質は、盛土周辺の区域が儀式上重要だったことを示唆しています。そこで儀式が行われていた

のでしょう。 

 

自然環境 

この遺跡は広い高台にあり、森に囲まれています。この遺跡へは、屋根のある橋を通って入場します。この吊り

橋は蛇行する小川の流れる狭い谷にかかっており、カーブがあります。地面には、クルミ、クリ、トチノキ、漆といっ

た木々が植えられており、居住されていた頃にはこれらの木が生えていたと思われます。遺跡内をめぐるための

歩道があり、どう植物を利用されていたかを説明した掲示板が設置されています。ウルシの木からは樹液を採

り、精製して漆にします。漆は、土器を装飾するために使われていました。実のなる木は、食料、建築用の木

材、薪を提供してくれました。 

 

竪穴建物跡 

この遺跡では、いくつかの竪穴建物跡が復元されています。竪穴建物の屋根は茅葺のようなものだったと一般

には考えられていますが、御所野遺跡で建物の焼跡を調べたところ、一部では土屋根も使われていたようで

す。 

 

縄文時代（紀元前 1,3000 年～紀元前 400 年）の竪穴建物の大きさはさまざまですが、4、6 本の柱が

楕円形の穴に直接差し込まれているのが一般的です。その庇は、竪穴の上縁に達しており、充分な覆いがあ

る住居になっています。内部には炉床があり、貯蔵庫として屋根裏部屋のような空間を備えた建物もあったと

考えられています。 

 

御所野縄文博物館 

御所野縄文博物館では、御所野遺跡やその他の近隣の縄文遺跡からの出土品が展示されています。「焼け

た住居の発見」という展示室では、御所野遺跡での発掘作業と縄文時代の竪穴建物跡の構造に関する調

査について、詳しく説明されています。展示室の床はガラス張りになっており、その下に 4200 年前の竪穴建物



の焼跡が見えます。「御所野縄文ワールド」という展示室では、発掘された土器や石器が展示されています。ま

た、プロジェクションマッピングを使って、御所野集落における先史時代の暮らしが紹介されています。2 階の第

3展示室では、高度な装飾のある亀ヶ岡式土器が紹介されています。 

 

この博物館は英語でも情報を提供しており、縄文時代を体験できる工房（編物・土器・装飾品作りなど）が

設けられています。博物館の観覧には若干の入館料が必要です。 

 

関連遺跡 

同時期の他の集落は、他に大船遺跡（北海道）や三内丸山遺跡（青森）で発見されています。三内丸

山遺跡は、日本最大級の縄文遺跡です。 

 


